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平成25年度  球磨郡町村議会議員研修会
　　　　　　　　　　相良村議会　議長　友田　政春
　　　と　き　平成26年１月 27日（月）
　　　ところ　人吉市（アンジェリーク平安）
　　　目　的　「国が進めている道州制について」

　今回の研修会は、毎月開催される郡町村議長会で事前に協議し、国が現在進
めている「道州制推進基本法案（骨子案・修正案）」等の内容を勉強したいと
のことで講師を招き本村議員全員出席のもと、開催されたものです。
　まず始めに、県総務部政策審議監の木村敬氏より「道州制・市町村合併・球
磨郡に考えて欲しいこと」と題して講演されました。
　講演の中で、国と同様に推進の立場を取られる知事の考えを交えながら紹介
し、知事は経済の発展を重要視しており、福岡一極集中への対抗意識と危機感
があるとの発想の元に推進されているとのことで、町村においても道州制議論
を町村行政の資質向上に繋げてほしいと話されました。
　次に、山梨学院大学法学部教授の江藤俊昭教授より「道州制の動向と市町村
の役割・新たな住民自治の動向を踏まえて」と題して講演されました。
　国が示す基本法案の趣旨を紹介し、国と道州、基礎自治体（市町村）の三層
に分ける道州制は、目的や国民会議の設置など手続きが不透明であり、今後の
動向に注目したいとして、この道州制のイメージとして組織は、全国に１０程
度の道州を設置する、同時に都道府県は廃止するなどして、国の関与等を出来
るだけ廃止、二重三重行政を無くすなどや首長、議会、税等の財政制度が議論
され改革によって多くの事務が承継され、責任と権限が基礎自治体に移譲され
るとの内容であった。
　町村議会議員として、今後更に道州制問題について研修を重ねる必要がある
ことを痛感したところです。
　私見として、この道州制の導入によって市町村合併が加速し、それに伴い町
村の過疎化に拍車がかかることを
懸念しています。
　なお、道州制の問題については、
県、郡町村議会において反対する
意見書を国に提出しております。
　研修会には、町村議会議員を始
め町村長、約160人の参加があり、
道州制について認識を新たにしま
した。

員 修議 研

研修会場
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平成 25 年度 第９回定例会報告

こんな事が決まりました
　一般会計補正予算　8,477万3千円を追加
　教育委員選任同意（２人）

　平成25年第９回12月定例会が、12月11日から13日までの３日間の会期で開催され、
平成25年度一般会計及び特別会計の補正予算６件、条例の一部を改正する条例の制
定４件、村有財産の無料貸付について１件、相良村固定資産評価審査委員会委員の
選任及び相良村教育委員会委員の任命の同意５件が提案され、慎重に審議した結果、
原案どおり可決及び同意しました。なお、教育委員の欠員となっている補充につい
ては、今回はなぜ提案がなかったのか。また、小中学校の義務教育の校長経験者を
委員に選任しないのはなぜか等の意見が出された。
　一般質問には９人が登壇し、村長の考えを質しました。

議案第56号　平成25年度相良村一般会計補正予算（第11号）
　歳入歳出それぞれに8,477万3千円を追加し、総額37億4,420万7千円とする補正で、採決の結果、
賛成全員で可決しました。補正の主なものは下記のとおりです。
歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明
地方特例交付金 600 20 620 交付金の確定
地 方 交 付 税 1,726,000 80,315 1,806,315 交付税の確定
分担金及び負担金 31,068 △ 84 30,984 老人保護措置費等
国 庫 支 出 金 549,206 3,103 552,309 地域の元気臨時交付金等
県 支 出 金 287,922 △ 8,683 279,239 林業費補助金等
財 産 収 入 13,255 10,681 23,936 村有林等の間伐等
寄　 附　 金 1,120 500 1,620 ふるさと寄附金等
繰　 越　 金 172,638 50,728 223,366 繰越金
諸 　 収 　 入 13,749 2,093 15,842 平成 24 年度国庫、県費清算金
村 　 　 　 債 446,300 △ 53,900 392,400 橋梁改修事業等
歳 入 合 計 3,659,434 84,773 3,744,207
歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明
議 　 会 　 費 63,620 △ 1,388 62,232 議員定数の減
総 　 務 　 費 480,444 184,291 664,735 財政調整基金積立金等の増
民　 生 　 費 800,193 3,104 803,297 国庫、県費返還金
衛　 生 　 費 292,291 △ 6,577 285,714 特別会計繰出し金等の減
農 林 水 産 業 費 503,499 △ 11,033 492,466 林業費等補助金の減
商　 工 　 費 66,782 85 66,867 土地購入等による増
土　 木　 費 655,005 △ 84,617 570,388 橋梁改修工事等の減
消　 防　 費 130,912 △ 250 130,662 機械器具費等の減
教　 育 　 費 247,493 △ 3,269 244,224 需用費、委託料等の減
災 害 復 旧 費 68,179 △ 220 67,959 入札差額による
公 　 債 　 費 346,015 △ 2,300 343,715 元金償還利率見直しによる
諸 支 出 金 1 6,947   6,648 土地購入による増
歳 出 合 計 3,659,434 84,773 3,744,207

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。
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○ 特別会計補正予算議案・・・原案可決
　議案第57号　平成25年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
　議案第58号　平成25年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第2号）
　議案第59号　平成25年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第3号）
　議案第60号　平成25年度相良村介護保険特別会計補正予算（第2号）
　議案第61号　平成25年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

○ 条例議案・・・原案可決
　議案第62号　相良村職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び相良村一般職の職員の給与に関
　　　　　　　する条例の一部を改正する条例の制定
　議案第63号　相良村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定
　議案第64号　相良村介護保険条例の一部を改正する条例の制定

○ 議　　案・・・原案可決
　議案第65号　相良村有財産の無料貸付について

○ 同　　意・・・原案同意
　同意第３号　相良村固定資産評価委員会委員の選任
　同意第４号　相良村固定資産評価委員会委員の選任
　同意第５号　相良村固定資産評価委員会委員の選任
　同意第６号　相良村教育委員会委員の任命
　同意第７号　相良村教育委員会委員の任命

12月定例会12月定例会

相良村議会　３月定例会のお知らせ
　３月定例会は、３月中旬頃の開催予定です。皆様の傍聴をお待ちしております。

インターネット録画映像開始（翌日から見られます）
　相良村議会では、以前よりインターネット上や役場村民ホールのテレビにおいて、議会ライブ
中継を実施しておりましたが、利用者からの『いつでも見られるようにしてほしい』との要望を
受け、映像の録画配信を実施することになりました。本会議日の（※）翌日18時より休憩分のみ
をカットしたものを録画配信いたします。
　併せて、平成26年分の定例会並びに臨時会の記録もご覧いただけますので、ぜひ、そちらもご
利用下さい。
（※本会議日が金曜日の場合は、翌営業日の18時となります。）

相良村ホームページ
http://www.vill.sagara.lg.jp/　からお入り下さい。
相良村ホーム　>　相良村議会　>　相良村議会 議会中継システム
詳細につきましては、議会事務局までお尋ね下さい。　　　　（事務局　直通３５－１０３８）
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臨時議会臨時議会

平成２６年度　第１回臨時議会報告
観音橋上部工事請負契約可決

　平成26年第１回臨時会が、１月16日に招集され、工事請負
契約の締結についてが提案され、慎重に審議した結果、原案
のとおり可決しました。なお、入札が２か月遅延したかの質
問に対して、村長からはJV（特定建設工事共同企業体）を検
討していたとの答弁がなされた。

議案第１号　工事請負契約の締結について
　１．工　事　名　　平成25年度村道廻谷線道路改良工事（橋梁上部工）
　２．工 事 場 所　　相良村大字川辺地内
　３・契　約　額　　￥255,232,835円
　４．契約の相手　　株式会社安部日鋼工業熊本営業所
　５．契約の方法　　指名競争入札

　平成25年第８回臨時会が、11月22日に招集され、平成25年度一般会計の補正予算、
村道路線の廃止及び認定、相良村教育委員会委員（１人）の同意が提案され、慎重
に審議した結果、補正予算及び村道路線の廃止、認定については原案のとおり可決
しました。なお、同意については投票採決の結果、賛成少数で不同意となりました。

議案第55号　平成２５年度相良村一般会計補正予算（第10号）

　歳入歳出それぞれに 13,000 万円を追加し、総額 36 億 5,943 万 4 千円とする補正で、採決の結
果、賛成全員で可決しました。補正の主なものは下記のとおりです。
歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明
繰　 越　 金 159,638 13,000 172,638 繰越金
歳 入 合 計 3,646,434 13,000 3,659,434

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

土　 木　 費 646,005 9,000 655,005 設計変更による工事請負費の増
災 害 復 旧 費 64,179 4,000 68,179 設計変更による工事請負費の増
歳 出 合 計 3,646,434 13,000 3,659,434

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。

○ 議　　案・・・原案可決
　議案第53号　村道路線の廃止について

　議案第54号　村道路線の認定について
○ 同　　意・・・原案不同意
　同意第2号　相良村教育委員会委員の任命

平成25年　第８回臨時議会報告
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一 般 質 問

や
、地
方
に
な
り
ま
す
と
で
す
ね
。
人
口

増
で
な
け
れ
ば
政
治
は
出
来
な
い
、政
策

が
出
来
な
い
で
は
な
く
て
、足
腰
の
強
い
地

域
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。村
有
地
の
有

効
活
用
、未
だ
具
体
性
は
有
り
ま
せ
ん
。

全
般
的
に
球
磨
郡
も
人
口
減
少

し
つ
つ
あ
る
。相
良
村
は
球
磨
郡
の
中
心

に
位
置
し
て
い
て
、人
吉
、高
速
道
路
に
も

近
く
、通
勤
す
る
の
に
も
便
利
が
良
い
所
、

相
良
村
に
勤
め
る
公
務
員
の
方
が
、土
地

が
な
い
の
で
、村
外
に
住
居
を
建
設
さ
れ

る
。相
良
村
か
ら
給
料
を
貰
っ
て
、税
金
は

住
ん
で
い
る
所
に
納
め
る
。余
り
好
ま
し

く
な
い
。相
良
村
に
税
金
は
落
と
し
て
欲

し
い
、土
地
が
な
け
れ
ば
、ど
う
し
て
も
村

外
に
宅
地
を
求
め
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
、定

住
対
策
が
必
要
。

茶
湯
里
の
従
業
員
駐
車
場
横
の

空
き
地
に
建
設
会
社
の
土
捨
て
場
と
し
て

縄
が
は
っ
て
あ
り
ま
す
。そ
の
様
に
有
効

活
用
し
て
欲
し
い
。土
捨
て
場
と
し
て
貸

し
た
と
い
う
事
は
、無
料
で
貸
す
と
言
う

訳
に
は
い
か
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、賃
貸

の
契
約
は
し
て
あ
る
の
で
す
か
。

村
長 

建
設
会
社
の
方
が
で
す

ね
。土
捨
て
場
、残
土
置
場
と
し
て
で
す

ね
。
現
実
的
に
は
置
い
た
所
で
ご
ざ
い
ま

す
。契
約
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、担
当
者

公
営
住
宅
建
設
も
平
成
25
年

度
で
終
了
す
る
が
、今
後
建
設
す
る
考
え

は
。

村
長 

今
ま
で
で
す
ね
、公
営
住

宅
の
建
設
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
け

ど
、今
後
は
で
す
ね
、公
営
住
宅
の
建
設
、

特
段
考
え
て
は
居
り
ま
せ
ん
。以
上
で
す
。

相
良
村
は
で
す
ね
。
人
口
が
減

少
し
つ
つ
あ
る
。村
づ
く
り
の
施
策
の
体
系 質

問
答
弁

村
長

基
本
構
想
に
よ
り
ま
す
と
、住
宅
、宅
地

の
確
保
と
し
て
、誰
も
が
住
み
た
い
村
づ

く
り
に
向
け
て
環
境
や
立
地
の
良
さ
を
生

か
し
な
が
ら
定
住
を
図
る
為
の
住
環
境
づ

く
り
を
目
指
す
と
あ
り
ま
す
。人
口
減
少

を
抑
え
る
対
策
と
し
て
、村
有
財
産
を
宅

地
と
し
て
有
効
活
用
す
る
考
え
は
。

村
長 

都
会
で
さ
え
も
今
後
は

人
口
増
は
考
え
ら
れ
な
い
。ま
し
て
い
わ
ん

質 

問
質 

問
答 

弁

答 

弁

小善　満子議員

①
公
営
住
宅
事
業
も
今
年
度
で
終
了
す
る

が
、
今
後
の
計
画
は
。

②
人
口
減
少
に
、
村
有
地
を
宅
地
と
し
て
有

効
活
用
し
定
住
を
図
る
住
環
境
づ
く
り
は
。

③
民
生
委
員
推
薦
委
員
の
役
割
は
、
民
生
委

員
を
辞
め
さ
せ
る
権
利
も
有
る
の
か
。

①
公
営
住
宅
建
設
に
つ
い
て
、
今
後

計
画
す
る
考
え
は
な
い
。

②
村
有
地
の
有
効
活
用
、
未
だ
具
体

性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
辞
め
さ
せ
る
権
利
は
あ
り
ま
せ
ん
。

に
補
足
的
に
答
え
さ
せ
ま
す
。

産
業
振
興
課
長 

棚
葉
瀬
地
区

の
排
水
路
の
工
事
を
出
し
て
居
り
ま
し
た

関
係
で
、そ
こ
に
土
を
、廃
土
分
を
盛
土
と

致
し
ま
し
て
、排
水
対
策
も
兼
ね
て
整
備

を
す
る
事
に
よ
っ
て
、何
ら
か
の
今
後
の
使

い
道
が
出
て
来
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う

事
で
造
成
を
兼
ね
て
土
捨
て
場
と
し
て
指

定
し
て
い
る
訳
で
す
。

答 

弁

残土置き場

質 

問
質 

問

答 

弁
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一 般 質 問

農
地
集
約
に
は
限
度
が
あ
り
大
量
の
集

約
化
は
困
難
で
数
量
的
に
は
検
討
し
て

い
な
い
。大

規
模
農
家
だ
け
で
は
村
が

成
り
立
た
な
い
、
だ
か
ら
農
業
を
中
心

と
し
た
６
次
産
業
の
推
進
を
計
る
必
要

が
あ
る
。

◆
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
は
全
国
、
県
で

何
番
目
か
、
他
市
町
村
と
の
違
い
は
。

村
長 

基
準
額
は
５
，
８
０
０

円
で
管
内
で
２
番
目
、
要
介
護
者
が
お

ら
れ
、
そ
れ
だ
け
介
護
が
手
厚
い
。

保
健
福
祉
課
長 

資
料
を
持
っ

て
き
て
い
な
い
、
県
内
で
は
か
な
り
高

い
保
険
料
を
設
定
し
て
い
る
。

介
護
保
険
料
が
な
ぜ
高
い
の
か
。

村
長 

介
護
予
防
、
他
市
町
村

の
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
、
公
民
館
を

使
っ
た
サ
ロ
ン
等
介
護
拠
点
施
設
整
備

質
問

答
弁

村
長

吉松　啓一議員

①
減
反
廃
止
に
つ
い
て

②
介
護
保
険
料
は
な
ぜ
高
い
か
。

③
平
原
十
島
線
改
良
は
公
約
で
は
。

①
ヤ
マ
ト
イ
モ
等
推
進

②
検
診
後
の
指
導
に
力

③
観
音
橋
の
目
途
後

◆
農
業
振
興
に
つ
い
て

国
は
減
反
政
策
が
５
年
後
廃

止
、
市
町
村
が
目
玉
と
す
る
作
物
を
決

め
、
農
家
の
自
立
を
促
す
と
あ
る
が
、

村
と
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

村
長 

農
家
と
相
談
し
検
討
、

自
立
的
な
意
識
を
持
た
せ
る
事
が
先
で

頑
張
る
農
家
に
補
助
金
を
出
す
。
村
と

し
て
ヤ
マ
ト
イ
モ
や
郡
町
村
会
の
中
で

は
薬
草
の
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
、
生
姜
を
考

え
て
い
る
。大

規
模
化
し
た
場
合
、
本
村

に
農
家
数
は
何
戸
を
予
定
さ
れ
る
か
。

村
長 

ま
だ
解
ら
な
い
、
議
員

お
持
ち
な
ら
ば
、
教
え
て
頂
け
れ
ば
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
日
本
の
農
業
総
力
は
落
ち
、

大
規
模
化
で
一
気
に
過
疎
化
に
向
か
う

時
期
が
来
る
と
思
う
の
で
色
ん
な
議
論

を
し
た
い
。産

業
振
興
課
長 

中
山
間
地
の

質 

問

質 

問
質 

問

質 

問
答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁

もっとげんきアップ教室（介護予防教室）

事
業
を
実
施
し
、
検
診
後
の
指
導
に
力

を
入
れ
る
事
が
保
険
料
を
下
げ
る
対
策

と
思
う
。27

年
度
に
介
護
保
険
改
革
で

保
険
料
も
上
が
る
と
思
う
が
。

村
長 

村
民
に
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
の
は
事
実
。

同
人
口
の
長
野
県
川
上
村
は
、

農
業
関
係
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
栽

培
が
大
規
模
化
さ
れ
介
護
保
険
料
が

４
，
２
０
０
円
で
、
住
民
健
診
、
集
団

検
診
、
農
業
の
安
定
で
い
つ
ま
で
も
現

役
で
健
康
老
人
率
も
高
く
、
お
達
者
ク

ラ
ブ
、
腰
痛
対
策
、
健
康
相
談
等
の
予

防
医
療
ま
で
個
人
を
ち
ゃ
ん
と
把
握
さ

れ
て
い
た
。
本
村
も
実
行
し
て
ほ
し
い
。

◆
平
原
十
島
線
の
改
良
に
つ
い
て

十
島
側
平
原
側
の
詳
細
設
計

は
あ
る
の
か
、
地
権
者
の
チ
ェ
リ
ー
ゴ

ル
フ
と
話
さ
れ
た
か
。

村
長 

十
島
側
の
詳
細
設
計
は

あ
る
、
平
原
側
は
平
成
14
年
度
に
作
製

し
て
あ
る
、
村
に
潤
沢
の
予
算
が
あ

れ
ば
直
ぐ
に
取
り
掛
か
る
、
観
音
橋
の

目
途
が
着
い
た
と
こ
ろ
で
次
に
入
る
、

チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
本
社
か
ら
来
ら
れ
た

村
道
計
画
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
の
で
協

力
を
お
願
い
し
た
。

答 

弁

建
設
課
長 

来
年
度
に
計
画
平

面
図
を
基
に
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
と
用
地

交
渉
に
入
り
た
い
。

チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
か
ら
の
ゴ

ル
フ
利
用
税
収
が
約
７
百
万
円
、
村
有

地
の
貸
付
面
積
及
び
貸
付
料
は
。

総
務
課
長 

１
１
，
３
７
２
㎡
、

貸
付
料
は
調
べ
て
い
な
い
。

チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
と
は
持
ち

つ
持
た
れ
つ
の
関
係
、
村
長
の
選
挙
公

約
で
す
、
早
め
の
事
業
を
。

質 
問

質 

問
答 

弁
質 

問
質 

問

答 

弁
質 

問
答 

弁
質 

問
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村
長 

来
年
度
も
５
棟
１
５
０
０

万
の
予
算
計
上
を
予
定

総
合
体
育
館
の
利
用
状
況
に
つい
て

村
長 

楽
し
く
利
用
し
て
頂
け
る

様
な
体
育
館
に
し
て
い
き
た
い

ト
社
員
を
10
名
程
度
雇
用
致
し
ま
し
て
操

業
す
る
と
言
う
風
に
聞
い
て
居
り
ま
す
。

そ
の
後
は
仕
事
の
内
容
に
よ
り
ま
し
て
人

員
を
増
員
し
て
行
く
予
定
で
あ
る
と
言
う

風
に
聞
い
て
居
り
ま
す
。

今
後
の
対
策
と
し
て
ど
の
様
に

考
え
て
居
ら
れ
る
の
か
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

村
長 

企
業
に
頑
張
っ
て
貰
う
し

か
な
い
と
。
最
終
的
に
は
独
り
立
ち
し
た

会
社
に
な
っ
て
下
さ
い
と
。
そ
れ
が
む
し

ろ
理
想
的
な
私
は
官
民
の
住
み
分
け
の
理

想
的
な
姿
で
は
な
か
ろ
う
か
な
と
考
え
て

居
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

介
護
予
防
拠
点
施
設
整
備
補
助

金
に
つい
て

旧北小体育館跡地

◆
フ
ー
ド
ワ
ー
ク
ス
企
業
参
入
に
つ
い
て

フ
ー
ド
ワ
ー
ク
ス
企
業
が
参
入

さ
れ
て
居
り
ま
す
が
、
現
在
の
状
況
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
長 

本
年
度
作
付
が

5.4 

ha
の
作
付
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
初
６

ha
予
定
し
て
居
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
種

芋
等
の
不
具
合
が
生
じ
ま
し
て
、
結
果
的

に
5.4 

ha
の
作
付
と
伺
っ
て
居
り
ま
す
。
そ

の
後
、
雑
草
等
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
て
、
労

力
不
足
等
に
よ
り
、
一
部
収
穫
を
見
込
め

な
い
部
分
が
生
じ
て
居
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
生
育
が
良
好
で
あ
っ
た
3.7 

ha
に
つ
い

て
現
在
収
穫
を
行
っ
て
い
る
所
で
ご
ざ
い

ま
す
。
既
に
10
ｔ
程
度
の
収
穫
が
出
来
て

居
り
ま
し
て
、
来
春
ま
で
に
合
計
で
40
ｔ

の
収
穫
を
見
込
ま
れ
て
い
る
と
言
う
事
で

ご
ざ
い
ま
す
。

加
工
場
の
進
捗
状
況
を
お
尋
ね

し
ま
す
。産

業
振
興
課
長 

北
小
学
校
体
育

館
を
加
工
場
に
改
修
す
る
為
に
現
在
設
計

市岡　智惠議員

質
問

答
弁

産
業
振

興
課
長

誘
致
企
業
（
フ
ー
ド
ワ
ー
ク
ス
）

に
つ
い
て

来
年
３
月
の
中
旬
頃
で
、
３
月
末

に
は
操
業
を
開
始
す
る
予
定

が
行
わ
れ
て
い
る
段
階
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本

定
例
会
に
提
案
し
て
居
り
ま
す
旧
北
小
学

校
跡
地
及
び
旧
体
育
館
の
無
料
貸
付
に
、

議
決
が
頂
け
れ
ば
直
ち
に
株
式
会
社
肥
後

相
良
フ
ァ
ー
ム
と
貸
借
の
契
約
を
締
結
し
ま

し
て
、
12
月
中
に
改
修
工
事
に
入
る
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
。村
と
し
ま
し
て
は
文
部
科
学・

文
部
科
学
大
臣
宛
に
体
育
館
を
加
工
場
施

設
に
用
途
変
更
す
る
為
の
公
立
学
校
施
設

整
備
費
補
助
金
等
に
係
る
財
産
処
分
報
告

書
を
提
出
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
一
昨
日
で

す
か
、
12
月
９
日
に
加
工
場
施
設
地
区
で

あ
り
ま
す
中
四
浦
地
区
に
加
工
場
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
改
修
工
事
の
予
定
・
完
了
予
定
に
つ

き
ま
し
て
は
来
年
３
月
の
中
旬
頃
で
、
３
月

末
に
は
操
業
を
開
始
す
る
予
定
と
聞
い
て

居
り
ま
す
。雇

用
対
策
に
つ
い
て
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
。村

長 

今
度
の
加
工
場
の
操
業
に

際
し
ま
し
て
は
正
社
員
３
名
程
度
、
パ
ー

国
道
４
４
５
号
線
の
深
水
植

竹
団
地
前
か
ら
役
場
ま
で
の
歩
道
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。
こ
こ
２
年
ば
か
り
工
事
が
進
ん
で

居
り
ま
せ
ん
の
で
質
問
し
ま
す
。
国
道

中村　重道議員

質
問

答
弁

建
設
課
長

国
道
４
４
５
号
線
の
深
水
植
竹

団
地
前
か
ら
役
場
間
の
歩
道
工

事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

県
が
地
権
者
と
協
議
し
て
い
る

で
す
の
で
県
の
管
轄
で
す
の
で
予
算
が

何
で
つ
か
な
い
か
県
の
方
に
問
い
合
わ

せ
を
し
て
貰
っ
た
と
思
っ
て
ま
す
の
で

建
設
課
長
に
お
尋
ね
を
し
ま
す
。

建
設
課
長 

球
磨
振
興
局
の
担

質 
問

質 

問

質 

問
質 

問

答 

弁

答 

弁

答 

弁

質 

問
答 

弁

質 

問
答 

弁

答 

弁
答 

弁
質 

問



　2014.2.27　第18号9

一 般 質 問

当
者
に
お
伺
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
予
算

は
つ
い
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

予
算
は
つ
い
て
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
工
事
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
言

う
の
は
ど
ん
な
事
情
で
あ
っ
た
の
か
を

お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

建
設
課
長 
球
磨
振
興
局
の
担

当
者
に
お
伺
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
地
権

者
と
の
協
議
を
進
め
て
い
る
と
言
う
事

で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
権
者
と
の
交
渉
が
進
ま
な

い
こ
と
に
は
、
工
事
も
進
ま
な
い
。
や

は
り
学
校
通
学
に
影
響
が
出
て
き
て
交

通
事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で

村
と
し
て
県
と
一
緒
に
地
権
者
に
交
渉

当
た
り
を
す
る
考
え
は
な
い
か
建
設
課

質 
問

ＪＡスタンド前

答 

弁
質 

問

長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

建
設
課
長 

球
磨
振
興
局
の
担

当
者
に
お
伺
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
引
き

続
き
問
題
等
を
解
決
の
う
え
整
備
を
し

た
い
と
言
う
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
県

の
方
か
ら
村
の
方
に
そ
う
言
う
要
望
等

が
あ
れ
ば
私
の
方
で
村
長
に
断
っ
た
う

答 

弁

え
で
出
向
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
居

り
ま
す
。早

め
の
対
策
を
建
設
課
長
、

村
長
と
振
興
局
の
土
木
部
長
に
会
っ
て

１
日
で
も
早
く
工
事
が
出
来
る
様
に
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

質 

問

に
メ
ー
ル
配
信
、
告
知
端
末
放
送
等
で

保
護
者
の
方
へ
の
連
絡
は
し
て
居
り
ま

す
。

永
江
地
内
で
国
道
４
４
５
号

線
で
約
百
米
の
区
間
に
凹
凸
が
あ
り
安

全
上
問
題
と
思
わ
れ
ま
す
が
対
処
の
見

通
し
は
。建

設
課
長 

昨
年
県
と
現
地
確

認
し
て
居
り
ま
す
。
改
修
し
ま
す
と
聞

い
て
居
り
ま
す
。

石
坂
植
竹
間
の
通
学
路
に
樹

木
等
が
覆
い
被
さ
っ
て
き
て
お
り
防
犯

等
に
も
支
障
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
対
策
は
。

建
設
課
長 

そ
の
都
度
球
磨
地

域
振
興
局
に
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。

広
域
農
道
の
相
良
大
橋
交
差

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
課
長 

通
学
路
に
お
い
て

危
険
が
発
生
し
た
場
合
、
予
想
さ
れ
る

場
合
建
設
課
、
国
道
県
道
の
場
合
、
県

の
担
当
課
に
要
望
し
改
修
等
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

安
全
上
問
題
が
発
生
し
た
場

合
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
て
い
る
の

か
。

教
育
長
＝
被
害
が
予
想
さ
れ

る
場
合
教
育
委
員
会
と
学
校
長
等
一
緒

に
協
議
を
致
し
ま
し
て
各
保
護
者
の
方

小
学
生
、
中
学
生
児
童
生
徒

の
通
学
路
の
安
全
面
に
つ
い
て
、
一
点

目
と
し
て
通
学
路
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
課
長 

教
育
委
員
会
に
お

き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
、
24
年
度
に

村
内
学
校
の
校
長
先
生
と
一
緒
に
通
学

路
を
全
て
点
検
し
、
そ
の
結
果
を
も
と

に
通
学
路
安
全
対
策
合
同
検
討
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

突
発
的
な
大
雨
や
台
風
等
の

場
合
は
臨
時
的
に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は

池田　勝吉議員

①
通
学
路
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

②
通
学
路
の
安
全
面
に
つ
い
て

①
平
成
22
、
24
年
に
全
て
点
検
し

て
い
る

②
村
で
改
善
出
来
る
所
は
村
で
、
県
管
理
区

間
に
つ
い
て
は
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い

質
問

答
弁

教
育
課
長

村
長

答 

弁
質 

問
質 

問

答 

弁
質 
問

答 

弁

質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
質 

問

石坂道路側面の崩壊箇所
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回
答
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長 

具
体
的
な
形
で
地
元
に

は
返
事
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
地
元

の
方
と
の
話
し
の
場
は
持
っ
て
い
く
べ

き
か
な
と
言
う
風
に
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。飲

料
水
と
言
う
の
は
人
間
が

生
き
て
い
く
上
で
最
も
大
切
で
切
実

な
要
望
だ
と
理
解
を
し
て
頂
き
た
い
。

10
ヶ
月
も
経
っ
て
未
だ
何
ら
返
答
さ

れ
て
い
な
い
事
を
私
は
残
念
に
思
い
ま

す
。
村
長
は
上
四
浦
の
地
域
振
興
を
い

つ
も
口
に
さ
れ
ま
す
が
、
肝
心
な
生
活

黒木　正照議員

上
四
浦
地
区
意
見
交
換
会
で
の

要
望
へ
の
解
答
は

返
事
は
し
て
い
な
い
が
、
今
後
協

議
話
し
合
い
は
持
っ
て
い
き
た
い

質
問

答
弁

村
長

◆
上
四
浦
地
区
住
民
と
の
意
見
交
換
に

つ
い
て本

年
２
月
７
日
に
小
野
副
知

事
を
交
え
て
、
上
四
浦
地
区
の
方
と
の

意
見
交
換
会
が
上
四
浦
集
落
セ
ン
タ
ー

で
あ
り
、
要
望
の
一
つ
に
「
地
域
の
住

民
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
て
水
道
施
設

の
維
持
管
理
が
ま
ま
な
ら
な
い
の
で
ど

う
に
か
し
て
欲
し
い
」
と
の
切
実
な
要

望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
村
長
は
、
検
討

し
ま
す
と
前
向
き
な
答
弁
を
さ
れ
ま
し

た
が
、
10
ヶ
月
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
、
住
民
の
方
に

上四浦集落センター

答 

弁

質 

問

質 

問

点
か
ら
１
０
０
ｍ
永
江
よ
り
の
道
路
側

面
の
上
に
崩
壊
箇
所
が
見
受
け
ら
れ

る
。
安
全
上
早
急
に
対
策
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
居
ら

れ
る
の
か
。建

設
課
長 
現
地
を
確
認
し
て

居
り
ま
す
の
で
雨
が
降
っ
た
状
況
を
確

答 

弁

認
の
上
地
権
者
と
の
協
議
を
し
た
い
。

通
学
路
安
全
面
に
つ
い
て
全

般
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て
居
ら
れ
る

の
か
。

村
長 

村
で
改
善
出
来
る
所
は

村
で
改
善
し
県
管
理
区
間
は
県
の
方
で

改
善
の
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

質 

問
答 

弁

環
境
が
整
っ
て
い
な
い
と
地
域
振
興
を

語
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
は
無
い
か

と
思
い
ま
す
。

村
長 

黒
木
議
員
が
心
配
す
る

こ
と
は
解
り
ま
す
け
ど
も
、
村
と
地
区

の
方
で
今
後
協
議
、
話
し
合
い
は
持
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

◆
求
償
等
請
求
住
民
訴
訟
に
つ
い
て

判
決
が
確
定
し
、
村
が
業
者
に

支
払
っ
た
損
害
賠
償
金
８
５
３
万
に
つ
い

て
、
村
長
個
人
で
発
生
さ
せ
た
賠
償
金

を
相
良
村
長
徳
田
正
臣
は
、
徳
田
正
臣
へ

請
求
す
る
よ
う
に
と
の
、
住
民
か
ら
の
求

償
等
請
求
住
民
訴
訟
で
も
、
住
民
の
全

面
勝
訴
の
判
決
が
出
ま
し
た
。
村
長
は

個
人
で
控
訴
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
村
民
の
方
に
ど
の
様
な
説
明
責
任
を

果
さ
れ
る
考
え
か
伺
い
ま
す
。

村
長 

補
助
参
加
と
言
う
私
個

人
の
立
場
で
の
裁
判
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特

に
住
民
の
方
に
敢
え
て
今
の
段
階
で
説
明

す
る
必
要
は
無
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
10
月
24
日
第
７
回
臨
時
議

会
で
の
、訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
の
議
案
で
、

（
求
償
等
請
求
住
民
訴
訟
の
村
敗
訴
に

よ
り
）
可
能
な
限
り
村
が
勝
つ
為
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
割
い
て
い
き
た
い
と
答
弁
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
の
様
な
意
味
の
発
言
か
伺

い
ま
す
。

村
長 

当
然
勝
た
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、
勝
つ
為
に
頑
張
る
と
い
う
の
は
当

た
り
前
で
す
。

聞
き
た
い
の
は
、
も
う
損
害
賠

償
金
を
払
っ
て
い
ま
す
（
村
の
敗
訴
確
定

に
よ
り
）。
村
長
が
個
人
で
払
う
の
で
は

な
く
、
住
民
の
方
の
税
金
で
払
い
た
い
と

の
発
言
の
様
に
思
え
る
の
で
す
が
。

村
長 

裁
判
は
村
が
訴
え
ら
れ

て
、
村
が
払
っ
た
と
言
う
の
が
前
訴
で
、
そ

の
延
長
線
上
に
こ
の
求
償
裁
判
が
特
に
発

せ
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

　

集
落
支
援
委
員
の
現
状
に
つ
い
て

答 

弁
答 

弁
質 

問

質 

問

質 
問

答 

弁
答 

弁
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利
水
事
業
来
年
度
予
算
請
求

３
億
円
・
９
月
の
回
答
は
オ
ー
ル
リ
セ
ッ

ト
で
な
け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
と
は
矛
盾

し
て
い
る
。村

長 

来
年
度
の
調
査
費
は
別
個

の
話
、
完
了
整
備
と
い
い
ま
す
か
。

オ
ー
ル
リ
セ
ッ
ト
な
ら
、
来
年

度
予
算
要
望
す
べ
き
で
な
い
。
要
望
し
て

オ
ー
ル
リ
セ
ッ
ト
は
可
笑
し
い
。
既
成
水

田
６
４
０
ha
網
を
被
せ
た
ま
ま
、
出
来
ま

せ
ん
で
、
放
っ
て
良
い
の
か
。

村
長 

前
に
進
め
な
い
、
オ
ー
ル

リ
セ
ッ
ト
で
次
の
事
を
考
え
る
し
か
な
い
。

６
月
定
例
会
で
農
林
省
は
６
市

町
村
長
の
合
意
が
あ
れ
ば
私
達
も
動
く
と

言
っ
て
る
と
村
長
に
報
告
し
た
が
、
そ
の

動
き
は
一
切
な
か
っ
た
。
相
良
が
一
番
水

田
が
多
い
か
ら
長
と
し
て
率
先
し
て
や
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
造
成
地
だ
け
に

水
の
手
当
て
を
し
て
、
既
成
水
田
、
水
利

茂吉　隆典議員

施
設
40
年
以
上
経
っ
て
老
朽
化
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ダ
ム
か
ら
導
水
管
で
持
っ
て
来

る
か
ら
、
水
路
の
補
修
改
修
は
し
な
く
て

い
い
と
一
度
も
し
て
い
な
い
。

村
長 

農
水
事
務
次
官
が
言
う
６

市
町
村
合
意
は
大
変
な
事
で
す
。
確
認
は

出
来
て
い
な
い
。
補
修
改
修
ど
こ
ろ
か
全

面
的
に
国
営
事
業
に
反
対
さ
れ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
。

質
問

答
弁

村
長

利
水
事
業
来
年
度
予
算
請
求
３
億
円
・
９

月
の
回
答
は
オ
ー
ル
リ
セ
ッ
ト
で
な
け
れ

ば
何
も
で
き
な
い
と
は
矛
盾
し
て
い
る

前
に
進
め
な
い
。
オ
ー
ル
リ

セ
ッ
ト
で
次
の
事
を
考
え
る
し

か
な
い
。

答 

弁

答 
弁

答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問

参
加
で
き
な
い
と
意
思
表
示
し
た

が
、
事
業
を
や
る
な
と
も
反
対
な
ん
て
一

言
も
言
っ
て
い
な
い
。
村
長
勝
手
に
言
わ

な
い
で
、
言
葉
は
的
確
に
使
っ
て
下
さ
い
。

６
４
０
ha
の
水
田
を
川
辺
川
総
合
土
地
改
良

事
業
の
中
に
組
み
込
め
な
い
か
。
農
水
省
と

交
渉
で
は
40
年
以
上
放
置
し
た
責
任
に
お
い

て
暫
定
処
置
で
何
ら
か
の
形
で
組
み
込
ん
で

貰
い
た
い
。
造
成
地
だ
け
を
完
備
し
て
、
造

成
費
用
か
ら
全
部
徴
収
す
る
農
水
省
に
乗
っ

か
っ
て
い
る
。

◆
外
灯
問
題
に
つ
い
て

外
灯
問
題
で
地
区
お
よ
び
個
人

で
電
気
料
金
の
支
払
い
が
何
人
か
。
村
内

の
外
灯
数
は
。
通
学
路
と
村
道
に
設
置
数

は
ど
れ
だ
け
か
。

総
務
課
長 

全
部
で
５
８
２
基
。

利
用
料
金
支
払
３
８
６
基
、
個
人
名
義
支

払
20
基
の
内
訳
上
四
浦
１
基
、
下
四
浦

１
基
、
上
園
区
１
基
、
平
原
区
５
基
、
新

村
区
１
基
、
並
木
野
区
11
基
。
総
数
内
で

防
犯
灯
89
基
、
村
道
１
４
２
基
、
通
学
路

１
９
４
基
。設

置
に
当
た
っ
て
、
個
人
、
地

区
で
の
支
払
に
条
件
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長 

集
落
の
防
犯
灯
は
各

地
区
の
要
望
で
村
が
設
置
、
料
金
支
払
い

は
地
区
の
実
情
で
個
人
の
要
望
は
受
け
付

け
な
い
。
地
区
の
合
意
か
ら
区
長
の
要
望

で
調
査
し
て
設
置
。

運
動
公
園
ま
で
の
歩
道
整
備
は

続
け
て
欲
し
い
。

村
長 

議
会
に
お
い
て
要
望
が

あ
っ
た
事
は
お
伝
え
し
て
参
り
た
い
。

質 

問
答 

弁

答 

弁
質 

問

飛行場用水路と既成水田

質 

問

質 

問
答 

弁

西本巳善男議員

質
問

答
弁

村
長

①
新
た
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト
は

②
農
業
へ
の
新
た
な
補
助
は

①
村
民
の
元
気
の
出
る
場
面

②
就
農
奨
励
補
助
金
50
万

村
で
は
新
た
な
祭
り
を
考
え

る
時
期
で
は
な
い
か
と
お
尋
ね
し
ま
す
。

今
、
村
で
は
サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
り
が
24
回
を

質 

問

数
え
、
村
独
自
の
非
常
に
良
い
祭
り
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
多
良
木
町
の
農
林
商

工
祭
の
よ
う
な
農
林
商
工
業
が
一
同
に
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水田地域営農体制整備支援事業で建設

会
し
、
各
産
業
の
活
性
化
を
図
る
為
に
村

も
何
か
実
り
の
秋
と
し
て
の
産
業
祭
的

な
事
へ
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

村
長 
サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
り
も
非

常
に
素
晴
ら
し
い
祭
り
で
あ
り
、
皆
様
に

喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
産
業
祭
的
な

も
の
、
村
の
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
お
集

り
頂
け
る
様
な
祭
り
が
出
来
な
い
か
と
。

先
の
産
業
祭
的
な
も
の
は
、
実
際
庁
舎

内
で
は
話
し
て
い
る
所
で
あ
り
、
今
後

は
や
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
は
、
村
民
体
育
祭
が
今

隔
年
開
催
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
間
に
何

か
福
祉
祭
の
よ
う
な
祭
が
出
来
な
い
か

と
云
う
住
民
の
強
い
要
望
も
あ
り
ま
す
。

祭
り
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
も
の
は
、
単
な
る

イ
ベ
ン
ト
で
な
く
村
民
の
方
の
元
気
の

出
る
場
面
と
し
て
捉
え
て
、
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
で
は
何
か
農
業
に
関
す
る
新

た
な
補
助
制
度
の
考
え
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
お
尋
ね
し
ま
す
。
村
長
は
こ
の

度
、
11
月
の
28
日
に
人
吉
で
開
催
さ
れ
た

九
州
茶
業
研
究
大
会
熊
本
大
会
に
於
い

て
、
九
州
茶
業
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
茶
業
振
興
に
対
す
る
相
良
村
の

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
と
あ
り
ま
し

た
。
村
の
村
木
で
あ
る
茶
の
そ
の
茶
業
を

質 

問
答 

弁

始
め
と
し
て
、
各
種
補
助
を
し
て
あ
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
新
た
な
補
助
に
つ
い
て
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

村
長 

就
農
奨
励
補
助
金
と
言

い
ま
す
か
、
正
式
な
名
称
と
い
う
の
は
未

だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
け
ど
、
新
し
く
就

農
、
或
い
は
家
業
の
農
家
を
継
ぐ
為
に
、

継
い
だ
村
民
に
対
し
て
、
就
農
祝
金
と
し

て
一
定
額
の
資
金
を
お
渡
し
し
ま
す
。
そ

れ
と
も
う
一
つ
、
非
常
に
高
度
な
農
業
技

術
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、
研
修
さ
れ
る

農
家
に
対
し
て
研
修
に
参
加
さ
れ
る
為

の
補
助
金
も
考
え
て
い
ま
す
。

就
農
奨
励
補
助
金
と
研
修
に
行

答 

弁
答 

弁
質 

問

く
時
に
研
修
補
助
金
と
云
わ
れ
た
が
、
渡

す
額
は
一
人
ど
れ
位
の
額
を
考
え
て
お

ら
れ
る
か
。

村
長 

ま
だ
確
定
は
し
て
い
な
い
が
、
就

農
補
助
金
的
に
は
50
万
円
位
。
そ
の
条

件
・
支
払
い
方
法
を
考
え
て
行
き
た
い
。

研
修
の
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
上
限
を

10
万
円
と
考
え
条
件
を
付
け
て
い
く
。

髙岡　重盛議員

質
問

答
弁

村
長

ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
検
討
幹
事

会
議
の
中
で
（
遊
水
地
の
要
望
は
）

地
元
の
要
望
は
１
ヶ
所

ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
検
討
幹

事
会
会
議
の
中
で
、
水
害
常
襲
地
帯
と
し

て
用
地
買
い
上
げ
の
意
見
を
出
さ
れ
た

と
思
う
が
、
遊
水
地
６
ケ
所
の
１
１
０
ha

と
あ
る
が
、
村
に
も
計
画
が
あ
る
と
す
れ

ば
何
カ
所
設
定
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
計

画
地
も
わ
か
れ
ば
伺
い
た
い
。

総
務
課
長 

あ
く
ま
で
案
と
し

て
協
議
さ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
こ
の

場
で
は
、
候
補
地
で
あ
る
こ
と
は
い
え
ま

せ
ん
。

会
合
の
中
で
、「
現
在
の
対
策

で
は
不
十
分
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、今
後
、

村
長
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
の
会
合
に
な
っ

て
行
く
と
思
う
が
、
村
長
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

質 

問
質 
問

村
長 

ダ
ム
を
造
っ
た
場
合
の

安
全
度
は
理
想
的
な
姿
だ
と
思
っ
て
い

る
が
、
ダ
ム
が
事
実
上
中
止
に
な
っ
た
以

上
は
、
相
良
村
の
安
心
・
安
全
を
考
え
た

上
で
、
堤
防
の
嵩
上
げ
、
家
屋
の
嵩
上
げ
、

河
川
堀
削
、
遊
水
地
も
含
め
て
要
望
し
て

い
く
。

住
民
の
方
と
村
長
と
の
意
見
交

換
会
の
中
で
、
遊
水
地
の
買
い
上
げ
や
、

堤
防
の
嵩
上
げ
を
要
望
さ
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
県
に
対
し
村
長
と
し
て
要
望
さ

れ
た
の
か
。村

長 

地
元
の
方
か
ら
「
具
体
的

に
遊
水
地
と
し
て
考
え
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
い
う
要
望
を
頂
き
、
県
と
国
に
伝

え
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
な
遊
水
地
と
し

答 

弁

答 

弁
質 

問
答 

弁
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一 般 質 問

棚葉瀬地区堤防災害復旧現場

て
は
明
確
に
は
未
だ
設
定
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
地
元
の
要
望
と
し
て
は
1
ヶ

所
だ
け
で
す
。
治
水
力
を
高
め
る
た
め
に

は
、
上
か
ら
流
れ
て
く
る
水
自
体
を
減
ら

す
努
力
が
必
要
と
い
う
考
え
を
、
提
案
し

て
い
る
。昨

年
の
災
害
で
、
上
川
辺
地
区
、

下
川
辺
地
区
、
高
尾
野
地
区
等
の
、
堆
積

土
砂
の
除
去
や
河
川
整
備
を
行
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
更
な
る
堤
防
の
嵩
上
げ
や
堆

積
土
砂
の
除
去
が
必
要
だ
と
思
う
が
村

長
の
考
え
は
。

村
長 

河
川
堀
削
は
定
期
的
に

や
っ
て
い
る
が
、
堤
防
の
嵩
上
げ
は
進
ん

で
い
な
い
の
で
、
会
合
の
度
に
申
し
込

ん
で
い
る
。「
嵩
上
げ
は
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
下
さ
い
。」
と
県
や
国
に
伝
え
て

い
き
た
い
。

◆
政
府
の
減
反
政
策
に
対
す
る
農
家
支

援
策
は

政
策
の
中
で
、
補
助
金
の
減
額

や
米
価
の
下
落
で
、
農
家
は
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
村

と
し
て
今
後
の
農
家
支
援
は
で
き
な
い

か
伺
い
た
い
。

村
長 

減
反
政
策
は
、
５
年
後

に
廃
止
が
決
定
し
て
い
る
。
事
実
的
な
情

報
は
あ
る
が
、
今
後
の
方
針
は
ま
だ
立
て

て
い
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
、
議
員
の
皆
さ

ん
方
や
農
家
の
方
と
、
十
分
な
協
議
と
検

討
を
行
い
実
施
し
て
い
き
た
い
。

◆
農
業
復
興
基
金
へ
の
取
り
組
み
は

農
家
へ
の
支
援
の
中
で
、
農
業

復
興
基
金
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

村
長 

農
業
復
興
基
金
は
、
ま

だ
考
え
る
ゆ
と
り
は
な
か
っ
た
が
、
今
後

検
討
を
し
て
い
く
課
題
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

質 

問

質 

問

質 

問
答 

弁

答 

弁

答 

弁

総務文教常任委員会視察研修報告　　　

期　　日　平成26年２月７日（金）
研修場所　山江村立山田小学校
研修内容　情報通信技術（ＩＣＴ）教育活用の授業視察研修
研修について
　情報通信技術（ＩＣＴ）教育活用先進校である山江村立山田小学校において、午後１時 30 分
より校長室にて、これまでの３年間の取り組みと学校教育についての説明を受け、ＩＣＴを活
用した６年生の授業を参観した。ＩＣＴを活用しながら、授業を受けている子どもたちの生き
生きとした姿に驚きを感じた。
　ＩＣＴを使えば学力が伸びるというのではなく、ＩＣＴの活用で、子どもたちの学びが高まり、
学びが深まっていくことを子どもたちが実感しているからこそ、子どもたちが授業の中で「生
き生きしている」のではないかと感じた。重複するが、ＩＣＴを、子どもたちの学びを高める・
深める為の１つの手段として、活用されていることに、これからの教育の「新たな姿」として、

学ぶものが多くあった。
　また、ＩＣＴを授業で活用してきた、山田小学校の３年
間の取り組みの成果をみると、学力状況は（平均正答率）
全国平均を上まっている。これは、村行政・村教育行政・
学校教育の連繋の中で生み出された結果とも考える。
　我が村においても、数年後の相良村の教育の在り方・
子どもたちの学ぶ姿を見据えた取り組みを行っていく必
要性を感じ、村行政・教育行政の改善が必要であると考
える。

総務文教常任委員長　髙岡重盛
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村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
便
り
も
早
い
も
の

で
、
18
号
を
迎
え
、
村
議
会
に
対
し

て
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
村
民
の
皆
様

の
、
村
議
会
や
議
会
広
報
に
対
す

る
、
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
大
切
な
思
い
を

更
に
、
議
員
活
動
や
議
会
運
営
に

活
か
し
て
い
く
た
め
に
も
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

広
報
委
員　
　

髙
岡　

重
盛

【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　

委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

茂
吉　

隆
典

　

委　
　

員　
　

池
田　

勝
吉

　
　
　
　
　
　
　

髙
岡　

重
盛

　
　
　
　
　
　
　

吉
松　

啓
一

　

発
行
責
任
者　

友
田　

政
春

松馬場地区の「どんどや」の皆さん

介護予防拠点施設整備事業として改修

吉乃尾構造改善センター

～村の行事～
消防行事

伝統文化行事

永江臼太鼓踊り（雨宮神社・１２月８日） 北嶽ひひ舞（北嶽神社・９月２３日）

出初め式（１月５日）


